
 

 

意見公募手続により提出された意見、その考慮の結果及び理由について 

 

 

１ 規則等の案の名称 

  静岡市図書館条例施行規則の一部改正について（案） 

 

２ 意見公募手続を実施した期間 

令和５年 11 月 10 日（金）から 12月 11 日（月）まで 

 

３ 提出された意見の件数 

５件 

 

４ 提出された意見、その考慮の結果及び理由 

  別紙のとおり 

 



 

 

提出された意見、その考慮の結果及び理由について 

 提出された意見 回答 考慮の結果 理由 

１ 【項目】 

電子申請による利用者登録に係る規則の追加 

（本人確認書類の画像） 

【内容】 

セキュリティはどのように保たれているかわからないの

で、悪利用されない範囲で何らかの説明が必要ではない

でしょうか。 

① システム的な安全管理方法（不正アクセスの防止） 

② 管理者側の管理方法（不正利用防止・不正持出防止） 

 

電子申請システムには、高いセキュリティ対策が施さ

れています。 

①システム的な安全管理としては、不正アクセスの防

止策としてデータベースの暗号化等を実施してい

ます。 

②管理者側の管理方法としては、市役所職員以外は接

続できないよう IP アドレスによる制限等を行って

います。 

修正なし 添付の「電子図書

館と新しいサービ

ス」の記載に対す

る意見であり、規

則等の案の修正を

要する内容ではな

いため 

２ 【項目】 

電子図書館の導入に係る規定の追加 

【内容】 

 電子図書館の貸出について３点・２週間という制約は記載

されていますが、その他の利用方法に関する制限はどうな

っていますか。 

①コピーや転送の利用範囲に対しシステム上の制約はさ

れているかどうか。 

② 利用者のモラルに頼る制限かどうか。 

電子図書館は、専門の事業者が提供するシステムを利

用します。 

①データのダウンロードについてはシステム上で制

限されています。 

②画面の撮影、スクリーンショット等の禁止行為につ

いては、利用案内等に掲載し利用者の皆様にルール

の順守をお願いする予定です。 

修正なし 電子図書館システ

ムについての質問

であり、規則等の

案の修正を要する

内容ではないため 

３ 【項目】 

電子図書館の導入に係る規定の追加 

【内容】 

何人も利用が同時に可能であるのになぜ利用（貸出）、予

約制限が必要なのかわかりません。２週間を上限とする

自動返却があれば不要ではないですか。 

 

電子図書館は、１書籍を同時に利用できるのは原則１

人であり、複数人が同時に利用することはできませ

ん。別の方が利用中の電子書籍については、利用可能

となるまで予約をしてお待ちいただくこととなるた

め、貸出点数・予約点数を設定しています。 

修正なし 意見にある内容に

事実誤認があった

ため 



 

 

 提出された意見 回答 考慮の結果 理由 

４ 【項目】 

電子図書館の導入に係る規定の追加 

【内容】 

 当初は本人確認書類で確認すると思いますが、その後の勤

務や住所の市外転居についてはどのように確認されるの

かわかりません（何年に１回は利用時に申請するのでしょ

うか。また放置した場合は一生管理するのでしょうか）。 

利用者の登録情報は、４年ごとに身分証明書の提示等

により登録内容の現況確認を行い、利用期限を更新す

る手続きを行っています。更新手続がされていない利

用者は、電子図書館にログインすることはできませ

ん。 

修正なし サービスの運用方

法についての質問

であり、規則等の

案の修正を要する

内容ではないため 

５ 【項目】 

電子図書館の導入に係る規定の追加 

【内容】 

図書館カード保有者は申請不要となっていますが、どの

ように利用が可能となるのか記載がありません。また、そ

の際市内関係者かどうか（異動者かもしれない）わからな

いと思います。 

すでに図書館カードをお持ちの方は、カードに記載さ

れている利用者番号を電子図書館のログイン画面に

入力することで利用が可能です。静岡市に在住・在勤・

在学しているかは、登録されている利用者情報から判

断が可能です。 

修正なし サービスの運用方

法についての質問

であり、規則等の

案の修正を要する

内容ではないため 

 


